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「あめんぼと水あそび」

　平成29年度の“みやかん”の表紙には、「2016仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局
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増田　旅人さん
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優良事業所表彰　㈱金華工業商会

　６月28日（水）、当組合３階研修室において、平成29年度宮城県管工
業協同組合安全大会を開催したところ、組合員従業員等111名が参加
した。この安全大会は、特に専門工事業者として自主的な安全衛生管
理の向上に努め、労働災害防止の一層の推進を図ることを目的に毎年
開催している。
　当日は、千葉総務課長の司会で開会し、業界関係の物故された方々
に対して黙祷を捧げた後、渡辺理事長から「今年度は、官民が一体と
なって取り組んできた“みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動”の最終年
度としてこれまでの取り組みを総括しながら、引き続き、三大災害と
言われている“墜落・転落災害”、“建設機械・クレーン等災害”、“倒
壊・崩壊災害”の労働災害防止に向けた取り組みを重点的に実施する
こととしている。本日学んだことは記憶に留めるだけでなく、即、現
場に取り入れて頂きたい。安全とは、知識と経験の引き出しをいくつ
持つかということだろうと考えている。組合員各社が無事故で、日々
安心して暮らせるよう祈念している」と挨拶があり、続いて来賓を代
表して、仙台労働基準監督署の小熊副署長から「日頃から熱心に労働
災害の防止に取り組んで頂き感謝申し上げる。建設業の労働災害は長
期的には減少しているが、仙台労働基準監督署管内の平成28年度の休
業４日以上の労働災害は、死亡１名を含む198名となり、前年に比べ
13.1％増と大幅に増加した。さらに、今年４月にも死亡災害が発生し
ている。また、長時間労働を要因とした労働災害も見られることから、

仕事と生活の調和を図り、魅力ある建設業の働き方改革に努めていく必要がある。安全大会を契機に、
労働災害防止の重要性をご認識頂きたい」と祝辞を頂いた。
　来賓紹介の後、安全表彰が行われ、渡辺理事長から優良事業所１社と優良職長２名に対して表彰状
と記念品が授与された。また、安全標語の入賞者５名が紹介され、菅原雅美総務・厚生委員長より、
受賞者に賞状と記念品が授与された。
　続いて、優良職長表彰を受賞した草
刈健氏（渡辺建設工業㈱）が参加者を
代表して「安全の誓い」を読み上げた
後、安全スローガンの採択に移り、平
成29年度組合安全スローガンとして

『高めよう一人ひとりの安全意識　目
指そう組織一丸で無事故無災害』が採
択され、全員で唱和した。
　次に、仙台労働基準監督署の小熊副
署長から、『全国安全週間に向けて（建
設工事における労働災害の防止対策に
ついて）』と題した安全講話を頂いた。

渡辺理事長

仙台労働基準監督署
小熊副署長

平成29年度宮城県管工業協同組合安全大会を開催
～本年度安全スローガンを採択～
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小熊氏は、「労働災害は、“人間”と“物・環境”
が良くないタイミングで出会った時に発生する
ので、“人”を危険な“物・環境”から引き離
していくべき」と話された上で、現場状況の適
切な把握と基本的な安全管理体制の確立が大切
であると説明された。また、三大災害の事故事
例が紹介され、狭い場所でも必ず通路をつくる
ことで墜落災害を防げること、現場の状況が変
わる時に「今日からクレーン作業が始まる」な
ど一声かけるだけで建設機械・クレーン等災害
の防止効果があること、倒壊・崩壊災害は必ず
前兆があることなどが解説された。更に、リス
クアセスメントは安全衛生マネジメントの第一歩であり、「慣れると危険を感じなくなってしまうの
で、どうやって危険を見て取れるかが最大のポイント」「意思の疎通も大切」等、具体例を挙げなが
ら注意喚起され、最後に「建設業においても働き方改革を推進してほしい。給料を上げて週休２日に
なるように私どもも尽くしていきたい」とまとめられた。

　次いで、㈱ユーワ技研取締役の金来和広氏と服部産業㈱主任の馬場
辰也氏より、安全活動について事例発表が行われた。
　金来氏は、自社の労災事故発生の経験を詳しく説明され、昼休憩後
の時間帯で油断と気の緩みがあり、５Ｓを心がけていたものの作業が
進む中で現場に乱れが生じていたと謙虚に反省。社内では確認不足を
なくすこと、油断と焦りを防ぐこと、整理整頓を徹底すること等を話
し合い、今後は現場代理人だけでなく、全員でリスクアセスメントを
活用し作業手順を確認していきたいと述べられた。
　馬場氏は、年間を通しての安全に関する取り組みについて、朝礼、
事業主による現場パトロール、熱中症予防のためのスポーツドリンク
の提供、基本的に一人作業はさせないこと等具体的に発表された。ま
た、安全衛生計画書を作成する中で、発注者の要望でインターネット
を活用したグリーンサイトを使用していること、それが作成作業の短
縮にも役立っていると紹介された。会社をあげて「自分の身は自分で
守る、安全なくして会社の繁栄なし」をスローガンに掲げ、安全第一
を徹底していると力強くまとめられた。
　最後に、渡辺好啓総務・厚生副委員長から「不完全な面を取り除
き、安全で安心な水を供給する水道工事業者としての社会的責任を自
覚し、無事故で施工して頂きたい」と挨拶があり、大会を終了した。

安全大会の様子

㈱ユーワ技研　金来取締役

服部産業㈱　馬場主任

【来　賓】（以下、敬称略）
　　仙台労働基準監督署　　　　　　　　　小熊　隆造　副署長
　　仙台市水道局給水部給水装置課　　　　馬場　　淳　課長
　　仙台市建設局下水道経営部業務課　　　石垣　堅志　主幹兼排水設備係長

【優良事業所表彰】　　株式会社　金華工業商会
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平成29年度宮管安全スローガン 

  『高めよう一人ひとりの安全意識　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　目指そう組織一丸で無事故無災害』

安全の誓い
　平成28年の県内建設業における労働災害の発生状況は、休業４日以上の被災者数が
432名と前年（372名）に比べて大幅に増加し、死亡災害は前年同様の５名という結果と
なりました。
　この結果を踏まえ、引き続き「人命尊重」という崇高な基本理念の下、あらためて安
全第一の基本に立ち返り、安全管理活動を積極的に推進していかなければならないと考
えます。
　私ども建設業界は、震災等の影響によって現場での人手不足が常態化し、過重労働に
よる健康被害や安全意識の低下が懸念されておりますが、いついかなる時も安全を最優
先させ、また現場での危険リスクを除去しながら、皆が健康で安心して働くことのでき
る職場環境をしっかりと構築していく必要があります。
　私たちは、平成29年度全国安全週間のスローガンである『組織で進める安全管理　み
んなで取り組む安全活動　未来へつなげよう安全文化』のもとに全員の安全意識を高め
ながら無事故無災害を継続させていくとともに、宮城労働局が主唱する「みやぎ復旧・
復興工事ゼロ災運動」を力強く推進させ、業界全体で労働災害の防止に努めて参ること
を誓います。

【優良職長表彰】　　　黒田　　勉（中央管工業㈱）
　　　　　　　　　　草刈　　健（渡辺建設工業㈱）

【安全標語】
　　最優秀賞『安全は一人一人の意識から　ひと声掛け合う　安全職場』　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾野裕一郎（㈱ヨネヤマ設備）

　　優 秀 賞『考えよう　その行動の次の事　危険を予知して安全作業』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川　一樹（ウォーターワークス仙台㈱）

　　入　　賞『近道作業が事故のもと　手順守って安全作業』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初田　　光（㈱三浦組）

　　入　　賞『「さあやるぞ」一歩踏み出すその前に　一歩下がって安全確認』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内藤　英之（渡辺建設工業㈱）　　　　

　　入　　賞『怠るな　安全確保と周囲確認　みんなで目指そうゼロ災現場』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　良弥（㈱松清産業）　
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全管連　大澤会長

岩手県連　佐々木会長

全管連　渡辺副会長

　７月12日（水）、午後２時より岩手県花巻温泉「ホテル紅葉館」におい
て、全国管工事業協同組合連合会（以下、全管連）第57回通常総会・平
成29年度全国大会・懇親会が開催され、全国から約700名が参加した。
　通常総会は、全管連上田忠幸事務局長の司会で開会し、はじめに全管
連大澤規郎会長から挨拶があり、議案審議に入った。第１号議案「平成
28年度事業報告書及び決算関係書類承認の件」、第２号議案「平成29年
度事業計画、収支予算並びに経費の賦課及び徴収方法決定の件」、第３
号議案「平成29年度借入金残高の最高限度決定の件」はいずれも満場一
致で承認可決された。また、第４号議案の役員選挙は指名推選と決し、
理事95名、監事６名が選出され、総会終了後に行われた理事会において、
大澤氏が会長に再選された。
　全国大会は、フリーアナウンサーの高橋佳代子さん（元テレビ岩手ア
ナウンサー）が司会を務め、はじめに全管連渡辺皓東北ブロック担当副
会長（当組合理事長）から開会が宣言された後、岩手県管工事業協同組
合連合会（以下、岩手県連）佐々木英樹会長と大澤会長から挨拶があった。
続いて、業界功労者に対する顕彰状の授与、功労役員等に対する表彰状

厚生労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官（代理：宮崎正信厚生労
働省医薬・生活衛生局水道課長）、石井宏幸国土交通省水管理・国土保
全局下水道部下水道事業課事業マネジメント推進室長、達増拓也岩手県
知事、上田東一花巻市長から祝辞が述べられた後、今年度の大会スロー
ガン（Ｐ７参照）が採択された。

の授与、退任役員に対する感謝状の贈呈等
が行われ、次いで、来賓を代表して国土交
通大臣（代理：勝瑞智章国土交通省土地・
建設産業局建設市場整備課企画専門官）、

全管連第57回通常総会・平成29年度全国大会・懇親会等開催
～東北ブロック岩手県・花巻温泉において挙行～
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鈴木俊一衆議院議員

　全国大会終了後、午後６時より会場を「ホテル千秋閣」に移して懇親
会が開催された。オープニングで東日本大震災の映像と復興状況がＤＶ
Ｄで紹介され、岩手県連の佐々木会長と全管連大澤会長の挨拶の後、鈴
木俊一衆議院議員（自由民主党水道事業促進議員連盟会長代理）をはじ
めとした来賓の方々から祝辞を頂き、全管連渡辺副会長の乾杯の発声で
開宴となった。会場の一角には、東北６県から提供された日本酒60本（各
県10本ずつ）と漬け物がサービスされ、全国から集まった参加者は漬け
物を肴に東北の銘酒を堪能した。また、岩手県三陸沿岸一体に伝承され
ている「錦町虎舞」の勇壮な踊りが披露されると、会場は一気に盛り上
がり参加者を魅了した。賑やかな雰囲気の中、司会者から来年の開催地

　大会翌日は、旅行組とゴルフ組に分かれて記念イベントが実施され、旅行組は2011（平成23）年に
世界遺産に登録された平泉（毛越寺・中尊寺）、陸前高田の奇跡の一本松を見学、ゴルフ組は綺麗に
整備された盛岡南ゴルフ倶楽部でラウンドを楽しんだ。

懇親会の様子 静岡県連の皆さん

（静岡県）が発表され、静岡県管工事業協同組合連合会（以下、静岡県連）の皆さんが壇上に上がっ
てＰＲと挨拶が行われた後、東北ブロックを代表して全管連渡辺副会長から静岡県連の伊藤哲理事長
に大会旗が手渡された。
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　夕刻、旅行組とゴルフ組は志戸平温泉「湯の杜
ホテル志戸平」で合流し、温泉で汗を流した後に
開かれた宴会では、当組合が提供した60kg級の
メバチマグロの解体実演が行われ、解体を担当し
た㈱東海の石村大氏が軽妙な解説を加えながらそ
の場で捌き、新鮮な刺身と握りたてのお寿司を食
べて頂いた。また、平成28年度世界大会団体の部
で優勝した志戸平温泉の社員による“スコップ三
味線”と郷土芸能“花巻鹿踊り”が披露され、会
場は大いに盛り上がった。

　志戸平温泉での楽しい一夜を過ごした一行は、東北自動車道を一路南下して日本三景の松島に入り、
名刹「瑞巌寺」を見学した後、遊覧船で松島湾内を観光し、塩釜港に到着した。昼食は、新鮮な魚介
類等が振る舞われ、中でも今が旬のホヤの剥き方が実演されると、興味津々で説明を聞いていた。そ
の後、仙台空港行と仙台駅行の二手に分かれ無事に散会した。

スコップ三味線

瑞巌寺見学

マグロの解体

花巻鹿踊り

ホヤのむき方の実演
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全国管工事業協同組合連合会　平成29年度スローガン

　７月12日（水）、岩手県花巻市において全国管工事業協同組合連合会の第57回通常総会と全国大会が
開催され、平成29年度スローガンが次のとおり決議されました。

１．水道法改正で優良な工事事業者の地位向上を実現しよう

１．災害時に全管連の組織力を生かし迅速に対応しよう

１．技術技能の継承で安心安全を住民に提供しよう

一般社団法人日本空調衛生工事業協会　平成29年度スローガン

　５月31日（水）、東京都において一般社団法人日本空調衛生工事業協会の第69回通常総会が開催され、
平成29年度スローガンとして次のとおり決議されています。

１．法令の遵守と企業の社会的責任を果たす事業運営を徹底しよう

２．省エネルギー及び省ＣＯ２に積極的に取り組み、低炭素社会づくりを
通じて地球環境の保全を推進しよう

３．働きがいのある魅力的な職場環境整備を進め、未来を担う男女の技
術者・技能者の確保・育成に努めよう

４．適正な価格・工期での受注と生産性の向上を推進し、品質・安全と
適正な施工体制の確保に努めよう

５．空調衛生設備の重要性と「直接発注（分離発注）」を強くアピール
し、「機械設備一式工事」又は「空調衛生工事」の実現を目指そう
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•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
㈱宮城県管工事会館第44期定時株主総会開催

　６月27日（火）、仙台市青葉区の宮城県管工事会館９階大会議室におい
て、㈱宮城県管工事会館第44期定時株主総会が開催され、株主等18名が
出席した。
　午後２時、司会を務めた赤間勇一郎取締役（当組合理事）により、総
会が適法に成立していることが報告され、内海透代表取締役社長（当組
合副理事長）から、「昨年度、売上げ高は減少したものの、680万円余の
利益を上げることができた。会館の現在の建物は、建築後44年が経過し
ているが、維持管理を徹底し、１年でも長く継続できるようにしたい。
また、会館の将来に備えて内部留保に努めていきたい。厳しい状況が続

内海社長

くと思うが、何卒ご理解をお願いしたい。」との挨拶があった。
　続いて、定款に基づいて内海社長が議長に就任して議事が進められ、第１号議案と第２号議案は、
原案どおり承認可決された。
　なお、総会提出議案は次のとおり。
　　第１号議案　事業報告及び計算書類承認の件
　　第２号議案　役員報酬決定の件

総会の様子
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仙台市技能職団体連絡協議会平成29年度優秀技能者表彰受賞

　６月５日（月）、仙台市宮城野区の仙台サンプラザで開催された仙台市技能職団体連絡協議会（以下、
仙技連）平成29年度通常総会の前段において、平成29年度優秀技能者表彰式が挙行され、17職種31名
が表彰された。
　この表彰は、毎年、仙技連を構成する団体の中から、経験15年以上を有し、他の模範と認められた
方を対象に実施している。
　「配管職」部門としては、当組合から推薦した福山睦男氏（ウエノ設備㈱）、鈴木清司氏（渡辺建設
工業㈱）、鬼川浩吉氏（当組合）が受賞した。
　誠におめでとうございます。

福山氏 鈴木氏 鬼川氏
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平成29年度産業安全衛生宮城大会開催
～㈱丸浩設備工業が建設業労働災害防止協会宮城県支部長「優良賞」を受賞～

　７月６日（木）、仙台市青葉区の日立システムズホール仙台（旧：仙台市青年文化センター）において、
平成29年度産業安全衛生宮城大会が行われ、組合員㈱丸浩設備工業（代表取締役社長　遠藤義郎氏）が、
安全管理活動が優良で長期の無災害を持続している事業場として建設業労働災害防止協会宮城県支部
長「優良賞」を受賞した。
　大会は午後１時30分、主催者である公益社団法人宮城労働基準協会の矢萩保雄会長の開会のことば
の後、主唱者を代表して北條憲一宮城労働局長の挨拶があった。続いて、来賓を代表して宮城県知事（代
理：経済商工観光部雇用対策課　大窪仁雇用推進専門監）から祝辞が述べられ、次いで厚生労働大臣賞、
宮城労働局長賞、公益社団法人宮城労働基準協会長
賞、建設業労働災害防止協会宮城県支部長賞、陸上
貨物運送事業労働災害防止協会長賞、全国ＴＨＰ推
進協議会長賞の各表彰が行われた。
　続いて、大会宣言が読み上げられた後、宮城労働
局の竹本精治労働基準部長による「働き方改革につ
いて」と題した基調講演と安全への取組みに関する
事例発表、バルセロナオリンピック男子柔道金メダ
リストの古賀稔彦氏による「人生の教科書」と題し
た特別講演が行われ、大会を終了した。

表彰を受ける㈱丸浩設備工業（右）

主要品目  ・埋設標識シート ・水道用ゴム輪 ・フランジパッキン・ポリエチレンスリーブ ・ロケーティングワイヤー・その他 埋設用品

ヨツギ株式会社は
環境マネジメントシステムの
国際規格であるISO14001の
認証を取得しています。
●ISO14001認証取得
　認証取得日：2004年8月12日
　認証No．  ：E897

仙台営業所
〒983-0044　仙台市宮城野区宮千代 3 丁目 9−2

TEL 022（235）0288　FAX 022（235）0291
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お知らせ

中小企業向け業務改善助成金について
厚生労働省
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青年部コーナー

平成29年度通常総会を開催して

代表幹事　本山　泰督（本山振興㈱）

　６月10日（土）、ホテルグランテラス仙台国
分町において青年部の平成29年度通常総会を
開催しました。
　総会には24名（全会員数33名）が出席し、
第１号議案の平成28年度事業報告並びに収支
決算承認の件、第２号議案の平成29年度事業
計画案並びに予算案審議の件の両案が原案ど
おりに承認されました。今年の総会では予算
について質問があり、会員の方々への説明不
足を痛感させられましたが、全て原案通りに
承認されました。
　総会後の懇親会では、親組合の渡辺理事長
をはじめ16名の御来賓の方にご臨席頂きまし
た。
　はじめに、当会郷古会長（㈲藤英工業）より「会長になって本年で２期４年目となりますが、青年
部の会員数減少は一層深刻になっております。是非、親組合の皆様方には青年部にご加入頂ける該当
者の方に喧伝の程お願い申し上げます」と挨拶がありました。そして、御来賓を代表して渡辺理事長
から祝辞を頂き、「青年部にはＯＢの皆さんの大きな支えがある」とのお言葉が、大変心強く私の胸
に響きました。詳しくは次頁をご覧下さい。
　次いで同じく親組合の佐竹副理事長の発声で乾杯した後は、御来賓の方々と青年部会員とで、お酒
を酌み交わし、とても楽しい時間を過ごせました。
　また、例年ビンゴゲームを行っておりましたが、本年は郷古会長の考えから御来賓の歴代青年部会
長の皆様方にご挨拶頂きました。皆様方から、青年部に対する熱い期待や思いをお聞かせ頂き、改め
て身の引き締まる思いでした。

　閉会にあたっては、当会大泉副会長（㈱北
栄工業所）より、「親組合の皆様、青年部Ｏ
Ｂの皆様、組合職員の皆様、何卒温かいご支
援、ご鞭撻を引き続きよろしくお願い致しま
す」と中締めの挨拶があり、懇親会の幕を閉
じました。
　本年度の懇親会は「温故知新」の如く、青
年部の歴史を鑑みつつ、新しい年度を始める
良い機会だったと思います。青年部は会員減
少が顕著になっておりますが、御来賓、ＯＢ
の皆様のお力添えを頂き、より一層相互交流
を深めて、楽しく活動をしていきたいと思い
ます。

総会で挨拶する郷古会長

佐竹副理事長による乾杯
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※渡辺理事長の祝辞

　ご指名を頂きましたので、総会終了のお祝いの詞と、日頃からのご協力に対しまして宮管
組合を代表して御礼の挨拶を一言述べさせて頂きます。
　郷古青年部会長のご挨拶にありましたが、平成29年度の青年部の総会が無事終了されたと
のこと、誠におめでとうございます。執行部の皆さん、それぞれにホッとされていることと
思います。これからの懇親会の時間は誰にも気兼ねすることなく、青年部らしく存分に仕事
のストレスを発散して頂きたいと思っております。
　ところで、５月19日に行われた宮管組合創立70周年式典等々では、本席にご出席の皆様に
は何かとご協力を頂き、盛会裏に終了することが出来ました。この場をお借りして厚く御礼
を申し上げます。ありがとうございました。
　宮管組合の70周年は一個人の祝いごととは異なり、組合員企業116社皆さんのお祝いです
から、宮管役員と事務局が一体となって、限りを尽くして対応させて頂いたつもりでござい
ます。中でも、藤井専務理事の「伊達の一本締め」が一番良かったとの評判でございます。
あの由来は、三国一の武将に成ることを期して行ったものだそうですが、三国とは、日本・
中国・天竺（今のインド）を指すとのことです。
　話は変わりますが、来年の総会時には宮管組合の70周年記念誌を発刊する予定になってお
ります。そこで気付いたのですが、私は14代目の理事長にあたっておりました。皆さん、14
代と言いますと、あの山形の名酒が思い浮かぶと思います。そこで、今日この青年部の懇親
会に、日頃の感謝を込めて、「十四代」をご提供したいと思い、山形県連にお願いしたり、そっ
ちこっち探しましたが、残念ながら手に入りませんでした。次回に乞うご期待でございます。
　結びに、今日のご来賓の方々の顔触れからして、青年部にはＯＢの皆さんの大きな支えが
あるのだと感じました。
　７年後の宮管組合77周年は、本席に座っている皆さんが主役です。
　その時こそ、東北６県の名酒を集めて盛大に挙行されますようにご祈念して、私の挨拶に
代えさせて頂きます。ありがとうございました。

㍿ 髙橋セメント工業所
日本工業規格認証取得工場

下水道マンホール側塊・コンクリート排水枡・コンクリート製品一式
本社・工場　仙台市宮城野区高砂１丁目３１－７

URL http://www.takaceme.co.jp

☎仙台（022）258-6101㈹　FAX258-6219
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仙台と言えば…「冷やし中華」

ちなみに、7月 7日が“冷やし中華の日”でした。この日が二十四節気の小
暑となることが多く、「冷やし中華」が美味しい季節になるということから、
愛好家によって平成 7（1995）年に日本記念日協会に登録されました。

　暑い日が続きますと、どうしても食欲が落ちてきますので、
「ざるそば」「そうめん」「冷やし中華」「ぶっかけうどん」といっ
た冷たい麺を食べたくなります。今回はこの中から、仙台が発
祥の地と言われている「冷やし中華」についてご紹介したいと
思います。

　「冷やし中華」は、昭和12（1937）年に仙台市青葉区錦町に
ある龍亭の店主が考案し、以後、仙台発祥の名物として定着し
ました。今から80年前は、現在のような冷房設備がなかったの
で、夏になると、熱い中華麺などの売り上げが激減していました。そこで、夏でも中華麺を美味しく
食べられる方法として考え出されたのが「涼拌麺（りゃんばんめん）」です。（龍亭では現在も「涼拌
麺」と言うそうです。）
　第二次世界大戦中や戦後は配給制限のため材料が不足し、一時期メニューからなくなりましたが、
昭和24（1949）年に復活しました。昭和30年代に入ると、赤・黄・緑の具材が千切りにして盛られ、
彩りも豊かになり、呼び名も「冷やし中華」が主流となりました。更に、家庭用の「冷やし中華」が
販売されるようになると、夏の定番メニューとして一気に定着したようです。
　現在は、お店によって、醤油だれ、胡麻だれ等があり、冬でも食べられる所も多数あります。
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Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

「隅田川の花火大会」と仙台のつながり

　いつの頃からか、花火大会は夏の風物詩となりました。地元仙台では、仙台七夕まつりの前夜祭（毎
年８月５日）として開催される仙台七夕花火祭が知られていますが、全国的には、秋田の大曲や隅田
川の花火大会等が有名です。
　
　「隅田川の花火大会」は、享保18（1733）年に両国の川開きの初日に花火が打ち上げられたことが
始まりといわれています。町人の経済力が増すと商人（大

おお

店
だな

）がスポンサーとなり、納涼期間（旧暦
の５月28日～８月28日：夜店や屋台の出店が許されていた）中、毎夜、花火が打ち上げられるように
なりました。また、川沿いに下屋敷があった諸大名も商人に対抗して花火を打ち上げるようになり、
中でも仙台藩の花火が、徳川御三家に負けず劣らずの豪華絢爛さで人気があったようです。
　

〔仙台藩が豪華な花火を打ち上げることが出来た理由は…〕
  江戸時代初期の仙台平野は沼地や湿地が多かったので、伊達政宗は干拓や荒れ地の開墾をすすめ、
農地を拡大し、穀類の生産を増やしていきました。その結果、仙台藩は伊達62万石といわれる米の大
産地となりました。しかも、実際は120万石あったといわれています。 当時は、石巻港に仙台藩の米
が集められ、その米は船で江戸に運ばれ、隅田川辺りの米商人によって売られていたそうです。
　そして、江戸の町が繁栄して人口が増えると、米の需要も増加し、仙台藩にとって大きな市場とな
りました。当時の江戸に出回った米の半分近くが、仙台産の「本石米」と呼ばれる銘柄米だったとの
ことで、豊作のときには大変な売れ行きで米相場が上がり、仙台藩は大きな収入を得ていました。

仙台藩の花火が、隅田川で打ち上げられていたとは、意外なつながりがある
ものですね。
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『パスポート』
㈱金華工業商会　代表取締役

宮城県管工業協同組合

副理事長　佐　竹　毅　彦

Note役員ノート

　本年、当組合は創立70周年を迎えました。さる５月19日には記念式典、祝賀会が盛会裏に開催でき
ましたことを役員のひとりとして関係各位に感謝申し上げます。
　70周年記念の関連事業は、記念誌の発刊など今後も続きますが、役員は２月にベトナム視察研修を
実施し、新たな知見を得ることができました。視察内容については藤井専務理事が本誌若草号に記載
していますので、改めてご参照いただければと思います。

　さて、そのベトナム視察に参加するにあたり、パスポートを更新しました。私にとっては６冊目の
パスポートになり、現在は10年間の有効期限がありますので「これが人生最後のパスポートかな、い
やもう一回くらい」とか「あと何回海外に行けるのかな」などと考えながら手続きをしました。本稿
では、恥ずかしながら私のパスポートに印字されたスタンプを振り返りながら、海外渡航のエピソー
ドを披露させていただきますのでお付き合いいただければ幸いです。

　１冊目は、大学２年生であった昭和54年の夏に、国際奉仕団体の青少年交換制度の下でホームステ
イをするために取得しました。この制度は学校などに通う必要もなく、夏休みの40日間を海外のホス
トファミリーと過ごすという気楽なものでした。私の渡航先は、アメリカ・テキサス州の田舎町でした。
気楽と書きましたが、近くに日本人は全くおらず、40日間英語でしか会話ができない生活を余儀なく
されました。しかもホストファミリーが６回変わり、そのうちの４家庭は今になっては思い出せませ
ん。当時、その地域では日本人がよほど珍しかったのか、地元の新聞社が取材に来て１面に写真入り
の記事を掲載してくれました。この新聞は今でも大事に取ってあり、私の寝室に飾っています。辛かっ
たのは食事でした。無論、醤油や味噌系の味付けは無く、毎晩就寝前にひとりになると、手に入らな
いラーメンの味を渇望していました。１冊目の海外渡航はこれだけで、その後、機会も願望もなかっ
たような記憶があります。

　２冊目は、社会人になった昭和61年に取得しました。大手の設備工事会社に就職し、配属先は海外
事業部でした。当時の建設業界は、アジアや中国への市場開拓をしており、とりわけ中国は鄧

とう

小
しょう

平
へい

主席が開放政策を唱えたこともあり、参入する業者が増え続けていました。私の所属していた会社も
例外ではなく、北京と上海のホテル建設を受注していました。
　入社２年目に、遂に海外赴任の声がかかりました。しかも、できる限り早く渡航せよとの命で、独
身だった私は週末を挟んで慌ただしく飛び立ちました。赴任地は香港で、上海に建設中のヒルトンホ
テルのバックアップ業務（コンサルタントとの打ち合わせ、施工図作製、資機材の発注など）が任で
した。
  急な渡航であったためにワーキングビザを持っておらず、とりあえず観光者として入国しました。
しかし、観光者は滞在期間が１週間しかないため、期限までに一度出国しなければならず、香港から
一番近い外国である中国（マカオは不可）に毎週行くことになりました。当時、香港から中国へのルー
トは、航空便利用を除くと、電車で深

しん

圳
せん

に行くか、フェリーに乗ってマカオ経由で珠
しゅ

海
かい

に入る二通り
でした。一回目は深圳に入り、入管を通過し、初めて中国の地を踏みました。埃、異様な臭いと人民
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服の人々というのが第一印象で、数分位の滞在で出国、（陸地なので国境間は歩いて行けるようになっ
ています）香港への入国を済ませ、これで再び１週間の滞在を貰いました。なかなかビザが下りず、
この行為を毎週繰り返し、パスポートに中国のスタンプが埋め尽くされてきた或る日、恐らく３ヶ月
目位でしたが、事件が起きました。マカオルートを利用して香港のフェリーターミナルにある入管を
通過しようとしたところ、突然管理事務所に連れて行かれました。連行の理由は、当然中国への度重
なる出国が原因で、管理官が問い詰めてきました。当時の香港はイギリスの統治下にあり当然だった
のでしょう。こちらとしては、正直にビザが下りない旨を話し、先方の判断を待っていたところ大し
たお咎めもなく、勤務先や連絡先などを記入、署名し解放されました。
  それから香港に１年間位勤務した後、現場担当に加わり、上海にも１年以上滞在して竣工まで見届
けました。この２冊目のパスポートは、上海から香港への往復などもあり、スタンプを押すページが
なくなり（特に中国のビザスタンプが大きいせいもありますが）、ページを増刷する破目になりました。
  竣工後、海外事業の縮小に伴い、東京本社設計部へ異動しました。しかし、海外の現場からの応援
要請があると駆り出され、１～２ヶ月の短期滞在でしたが、シンガポールやマレーシア渡航の履歴が
残っています。また、平成元年６月に上海ヒルトンホテルの冷凍機が故障し、故障の原因である日本
製オイルポンプを上海に手荷物で運搬する仕事が入りました。この時は、かの天安門事件が北京で勃
発し、上海でも学生と人民解放軍が一触即発の状況下になり、緊張したことを鮮明に覚えています。
  
  ３冊目は平成３年に更新しました。仕事上の渡航もなくなり、観光と新婚旅行のスタンプが残って
いますが、数は格段に減少しました。平成６年３月に勤務していた会社を退社し、16年ぶりに仙台に
戻り、現在の会社に入社しました。そこで驚いたのは、社員旅行で海外に行っているではありません
か。上場企業でも行っていないことを地方の中小企業が…。景気後退とともに見直していきました。
  
  ４冊目は平成８年に更新しましたが、この時から10年間有効になりました。このパスポートでは、
青年会議所事業での渡航や設計事務所主催の旅行などがありますが、思い出深いのは、平成14年に仙
台市と国際姉妹都市締結をした韓国・光

くぁん

州
じゅ

市への訪問です。民間レベルでの交流の気運が高まり、高
校の同級生５名で訪問したのですが、宴席での手厚い歓迎で酔いつぶれたことを思い出します。
  また、組合の青年部にも入会させていただき、サイパンや台湾に行かせてもらい、多士済々の先輩
方とお付き合いもさせていただきました。ただ、台湾研修では自分が会長でしたが、風邪をひき二日
間ホテルの部屋に引きこもってしまい、同行したメンバーに迷惑をかけてしまいました。
  
  ５冊目は平成18年に更新しましたが、友人がバリ島でホテルを開業したお祝いに行ったり、アメリ
カに移住した同級生を訪ねたりと楽しかった思い出があります。
  
  今、悔やんでいることは、私には二人の娘がいますが、娘達の成長期に家族旅行で一度も海外に行っ
ていないことです。現在、娘達も独立した生活を送っており、しばらくかないそうもありませんが、
いつか実現できることを夢見ている昨今です。
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組 合 の う ご き

５月８日（月）・人事発令
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田常務理事、松岡理事出席
５月９日（火）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”初夏号の発刊について
５月12日（金）・宮城県官公需適格組合連絡協議会平成29年度通常総会に吉田常務理事出席
５月15日（月）・東北建専連宮城県支部総会及び宮城県土木部事業管理課との意見交換会に佐竹副理事

長出席
　　　　　　・仙台市技能職団体連絡協議会平成29年度第１回理事会に藤井専務理事出席
５月16日（火）・平成29年度通常総会、創立70周年記念式典及び祝賀会運営打合せ会開催
５月17日（水）・（一社）東北空調衛生工事業協会第14回定時社員総会懇親会に藤井専務理事出席
　　　　　　・平成29年度随時実施技能検定（建築配管）実技試験が実施され、藤岡正行社長（㈱ア

トマックス）が技能検定委員として運営にあたる
５月18日（木）・平成29年度仙台市下水道フェア第１回実行委員会に藤井専務理事出席
５月19日（金）・５月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④平成29年度通常総会・70周年記念式典（表彰式）・祝賀会について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①７月度理事会開催日程の変更について
　　　　　　・平成29年度通常総会、創立70周年記念式典及び祝賀会に組合員及び来賓等278名出席
５月22日（月）・建設業労働災害防止協会宮城県支部第52回代議員会に渡辺理事長出席
５月23日（火）・岩沼市水道工事業協同組合平成29年度総会懇親会に渡辺理事長出席
５月24日（水）・宮城県職業能力開発協会平成29年度第１回理事会、第39回通常総会に渡辺理事長出席
　　　　　　・東北配管工事業協同組合平成29年度通常総会に藤井専務理事、小川扇町本部長出席
５月25日（木）・（一社）宮城県建設業協会平成29年度定時総会懇親会に渡辺理事長出席
５月26日（金）・宮管連平成29年度通常総会、表彰式並びに懇親会に渡辺理事長以下四役外出席
　　　　　　・多賀城市管工事業協同組合前理事長加藤英男様（㈲加藤鉄工所取締役会長）葬儀に小

川扇町本部長参列
５月29日（月）・㈱宮城県管工事会館役員会に内海副理事長外出席
　　　　　　・（公財）仙台市水道サービス公社理事会に内海副理事長、藤井専務理事出席
５月30日（火）・（一社）宮城県空調衛生工事業協会平成29年定時社員総会懇親会に藤井専務理事出席
５月31日（水）・岩手県管工事業協同組合連合会第31回通常総会懇親会に渡辺理事長出席
　　　　　　・仙台地区震災復旧・復興工事等連絡会議「みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動決起集会」

に小島工事部次長出席
　　　　　　・「ものづくりフェスタinみやぎ2017」第１回運営委員会に千葉総務課長出席
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６月１日（木）・人事発令
　　　　　　・資材委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成29年４月分迄の資材販売実績報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①資材の値上げについて
　　　　　　　②防災関連用品の販売について
６月５日（月）・売掛適正化委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①長期支払遅延組合員の現況について
　　　　　　　②債権保全として保証ファクタリングを利用する場合の基準について
　　　　　　　③元組合員近藤設備工業㈱の代表清算人から届いた通知書の対応について
　　　　　　・仙台市技能職団体連絡協議会平成29年度優秀技能者表彰式、通常総会、優秀技能者表

彰祝賀会及び交流会に藤井専務理事外出席
６月７日（水）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①宮管安全大会の開催について
　　　　　　・全管連第237回正副会長・部長会議に渡辺理事長出席
　　　　　　・東北建設専門工事業団体連合会・（一社）宮城県建設専門工事業団体連合会平成29年度

総会懇親会に藤井専務理事出席
６月８日（木）・６月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③総務・厚生委員会報告
　　　　　　　④資材委員会報告
　　　　　　　⑤売掛適正化委員会報告
　　　　　　　⑥平成29年度通常総会・創立70周年記念式典・祝賀会収支決算等報告
　　　　　　　⑦平成28年度出資配当金の払い出しについて
　　　　　　　⑧平成28年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　　　　　　　⑨宮城県職業能力開発協会会長就任について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成28年度内脱退組合員の持分清算について
　　　　　　　②平成29年度役員報酬の配分額決定について
　　　　　　　③ＬＥＤ照明の導入について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①役員災害補償（普通傷害保険）への加入について
　　　　　　　②職員夏季一時金の支給について
　　　　　　　③全管連第57回通常総会・全国大会への参加行程等について
　　　　　　　④その他
　　　　　　　　・70周年記念組合員旅行の参加申込者について
　　　　　　　　・日刊建設新聞による「創立70周年記念インタビュー」記事の掲載について
　　　　　　・仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に小島工事部次長出席
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６月10日（土）・宮管青年部連絡協議会平成29年度通常総会懇親会に渡辺理事長以下四役外出席
　　　　　　・仙台市水道修繕受付センター業務に関する説明会に組合員等19名出席
６月13日（火）・（公財）仙台市水道サービス公社評議員会に渡辺理事長出席
　　　　　　・仙台設備クラブ定時総会懇談会に藤井専務理事出席
　　　　　　・宮城県議会議員石川利一様（元仙台市水道局次長）の葬儀・告別式に藤井専務理事参

列
６月15日（木）・第49回東北職業能力開発促進大会に渡辺理事長出席
　　　　　　・宮城県建設産業団体連合会平成29年度通常総会並びに特別講演、懇親会に佐竹副理事

長、吉田常務理事出席
　　　　　　・平成29年度仙台市公認排水設備工事業者説明会に伊藤営業係員出席
６月20日（火）・（公財）給水工事技術振興財団第13回評議員会に渡辺理事長出席
６月21日（水）・全管連第329回理事会に渡辺理事長出席
６月22日（木）・仙台市配水管工事業協会平成29年（第54回）通常総会懇談会に藤井専務理事、吉田常

務理事外出席
６月27日（火）・宮城県中小企業団体中央会平成29年度通常総会・同懇親会に渡辺理事長出席
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館役員会及び第44期定時株主総会に内海・佐竹両副理事長、吉田常

務理事外出席
　　　　　　・日本水道協会東北地方支部第86回総会に藤井専務理事出席
６月28日（水）・平成29年度宮管安全大会開催、組合員等111名参加
　　　　　　・（一財）みやぎ建設総合センター平成29年度第２回評議員会に渡辺理事長出席
　　　　　　・国土交通省直轄工事の社会保険等未加入対策に関する説明会に小島工事部次長出席
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理事（役員）会報告

－５月度役員会－  
１．日　　時　　平成29年５月19日（金）12：00 ～ 13：00
２．場　　所　　勝山館　２階　楓の間
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の４月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ４月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　外山広報委員長より、機関誌「みやかん」初夏号の掲載予定記事等について報告され、一同了承した。

④平成29年度通常総会・70周年記念式典（表彰式）・祝賀会について
　吉田常務理事より、総会と70周年記念式典（表彰式）・祝賀会のタイムスケジュール、各次第、出
席予定者、会場レイアウト等が説明され、一同了承した。

※その他
①７月度理事会開催日程の変更について
　吉田常務理事より、定例開催日の第２木曜日が、７月は全管連全国大会と重なっているため、７月
18日（火）に開催日を変更したい旨が説明され、一同了承した。

－６月度理事会－  
１．日　　時　　平成29年６月８日（木）15：00 ～ 17：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・千葉総務課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
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４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の５月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ５月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③総務・厚生委員会報告
　菅原総務・厚生委員長より、６月７日開催の委員会において、６月28日に開催予定の安全大会につ
いて、表彰候補者と安全スローガン及び安全の誓いの採択案を審議決定した旨、また安全標語の選定
作業を行った旨が報告され、一同了承した。

④資材委員会報告
　小林資材委員長より、６月１日開催の委員会において、平成29年４月分の資材販売実績報告を受け
たこと、資材の値上げについて協議した結果、事務局案に対して委員の了承を得たこと、次いで防災
関連用品の新規販売に関して協議し、今後取扱商品を営業担当職員が紹介しながら販売促進につなげ
ていくことで委員の了承を得た旨が報告され、一同了承した。

⑤売掛適正化委員会報告
　渡辺（好）売掛適正化委員長より、６月５日に開催した委員会において、事務局より長期支払遅延
組合員の現況について説明があったこと、保証ファクタリングを利用する場合の基準について協議し
たこと等、事務局説明に対して了承した旨が報告され、一同了承した。

⑥平成29年度通常総会・創立70周年記念式典・祝賀会収支決算等報告
　須藤総務部次長より、５月19日の平成29年度通常総会、創立70周年記念式典及び祝賀会の出席者数
と収支結果等が報告され、一同了承した。

⑦平成28年度出資配当金の払い出しについて
　須藤総務部次長より、平成29年度通常総会で可決確定した決算剰余金処分に基づく首題の配当金に
ついて、支払方法等が説明され、一同了承した。

⑧平成28年度資材並びに工事利用分量割戻金の払い出しについて
　須藤総務部次長より、平成29年度通常総会で可決確定した決算剰余金処分に基づく首題の割戻金に
ついて、支払方法等が説明され、一同了承した。

⑨宮城県職業能力開発協会会長就任について
　吉田常務理事より、５月24日に開催された宮城県職業能力開発協会の第39回通常総会において、渡
辺理事長が同協会の会長に選出されて就任したことが報告され、一同了承した。
　
※協議事項
①平成28年度内脱退組合員の持分清算について
　須藤総務部次長より、平成28年度内脱退組合員（４社）の出資口数に応じた持分の清算について説
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明され、一同了承した。

②平成29年度役員報酬の配分額決定について
　藤井専務理事より、平成29年度通常総会で可決確定した役員報酬について、その配分及び支給方法
等が提案され、一同了承した。

③ＬＥＤ照明の導入について
　藤井専務理事より、組合事務所と倉庫の照明にＬＥＤ機器を導入する件について、平成27年に検討
した経過の説明があり、その後、今年に入ってから国と県の補助金を活用した新たな見積を２社から
取って検討した結果、アイリスオーヤマ㈱に発注してＬＥＤ照明を導入したい旨が提案された。この
件に対して、佐竹副理事長と井上理事からそれぞれ他社の検討について提案があり、補助金申請の公
募期限があるため、他社も検討した上で、最終決定は事務局に一任することとし、一同了承した。

※その他
①役員災害補償（普通傷害保険）への加入について
　須藤総務部次長より、見出しの保険について内容等が説明され、継続加入することで一同了承した。

②職員夏季一時金の支給について
　藤井専務理事より、今春の労使協定に基づく夏季一時金の支給について説明され、一同了承した。

③全管連第57回通常総会・全国大会への参加行程等について
　吉田常務理事より、来る７月12日に岩手県花巻市で開催される首題総会・大会へ参加する役職員と
その参加行程等について説明され、一同了承した。

④その他
・70周年記念組合員旅行の参加申込者について
　藤井専務理事より、函館コースと静岡コースに対する申込組合員と事務局帯同者について報告され、
一同了承した。

・日刊建設新聞による『創立70周年記念インタビュー』記事の掲載について
　吉田常務理事より、５月17日に掲載された首題の渡辺理事長単独インタビュー記事が紹介された。

○新規採用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成29年５月８日付発令・交付】

丹　野　広　士　　修繕センター部南エリア担当

職員の人事
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縁

　　　㈱ユーワ技研　代表取締役社長

　　　宮城県管工業協同組合
　　　資材委員　金　来　廣　一

　桜前線があっという間に通り過ぎ、雑木の芽が赤味を帯びてきたと思う間もなく、一斉に若葉となっ
た。春の花は黄色の「レンギョウ」、白の「コブシ」「モクレン」、赤や黄色の「ツツジ」、天に向かっ
て咲く「ヤマボウシ」、色々に咲き分ける「サツキ」、大輪の「ボタン」、ちょっと控え目に「シャクヤク」。
初夏、世の中が一気にカラフルになって来た。前置きが少し長くなってしまった。そして、蛇足だが「ネ
ムの木」の「ピンク」と「白」の睫毛の様な花が咲くと「暑い、暑い」と云う季節になる。日差しも
強く、体に応えるので嫌いだ。
　先日、昭和40（1965）年卒の同期生と相馬市松川浦で一夜、旧交を温めながら、年を忘れ青春の頃
に戻って楽しい時を過ごした。ご多聞に漏れず、毎回ひとしきり、あっちこっちの痛い所、血糖、血
圧、心臓、脳、「病気自慢か？」と思うほどだ。病気が出尽くした頃、孫自慢が始まり（これはそれ
ぞれ事情があるので盛り上がらず）、昔話に花が咲く。いつも同じパターンの繰り返しだ。
　年々酒量は減ったが、幹事の読み通り２升程あける。参加者７名の内、下戸２名はいるものの、こ
れが後期高齢者の実力か？まだまだ捨てたものではない。保護司、税理士、夫婦で検体の登録をした
者、起床３時の新聞老人等々、少しは社会の為になっているようだ。
  宿の好意で、震災の津波襲来時に地元の方が撮影したビデオを見せてもらった。改めて自然の猛威
を現在の景色との対比で実感させられた。震災前も松川浦で開いたので尚更感じる所が大きかった。
　昭和40年に卒業し、新入社員としてお世話になった会社の同僚のＯＢ会も、途切れることなく30年
近く続いている。90歳近くから60歳代まで幅があるので、段取りが大変で、近年は遠出を避けて、近
場が多い。入社年次で序列があって、元管理職も諸先輩には頭が上がらない。かくいう私も入社年次
が古くなってきたので、少し威張ってるのかも。近況報告の後、話題はどこも同じで、病気、孫、旅
行談、家庭内での旦那の地位低下の嘆き節、かつての「モーレツ社員？」の商売の自慢話も「売上の
締め」も「ノルマ」も遠い昔の話だが、業界内の栄枯盛衰は大変参考になった。時代は確実に変化し、
流れていると感じる瞬間だ。
　ついでに、小学校の同級会は、42歳や60歳の節目の歳には、かなりの人数の参加があった。近頃は、
級長（？）の帰仙の折に、幹事さんの電話での呼び掛けで集まっている。
　携帯電話は便利ですね。体力の衰えた所為か昼間の開催で、女性の参加もある。昼酒で、結構回る
のが早いので、嫌われないよう、またお声がかかるように、身だしなみや特に言動には気をつけてい
るつもりだ。
　元気で動ける内は、それぞれの会に参加したいと思っている。同じ空間、時間を共に過ごし、似た
ような価値観を共有した仲間の縁を大切にし、（新規の参加者が望めない会だが）それぞれ大事にし
たい。当然、今現在の縁をより良いものにしていきたいと強く思うところです。

投　稿
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健康だより

宮城県登米保健所「健康学びケーション」より転載
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国税だより
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発行／国税庁
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セイコウ大橋

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）計44本の橋が架けられています。

　仙台市青葉区新川にあるセイコウ大橋（長さ65メートル、幅員8.8メートル）は、西仙台ハイランド（後
の仙台ハイランド、現在は閉鎖）の高橋成幸社長が私費を投じて、昭和48（1973）年に完成させたも
のです。その後、昭和62（1987）年に旧宮城町と仙台市が合併した際に、仙台市に寄付されました。
  仙台ハイランドは、遊園地・ゴルフ場を中心とした複合レジャー施設として人気を集めていました
が、サーキットは平成26（2014）年９月に、遊園地は平成27（2015）年８月に、ゴルフ場は平成28（2016）
年11月に閉鎖しました。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕

最寄りの駅として、仙山線に「西仙台ハイランド駅」も建設されましたが、
平成 26（2014）年 3月 14日に廃止となりました。
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「低
ひ く

き所
ところ

に水
み ず

溜
た

まる」
（低い所に水が流れ込んでたまるという意味から）物事は条件が整っているところへと集中する

ものである。転じて、利益のあるものに自然と人が集中する。また、悪い者のいる所には悪い者

が集まりやすい。　

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　浸　透（　　　　　）
２　進　捗（　　　　　）
３　信　憑（　　　　　）
４　親　睦（　　　　　）
５　森　閑（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　会館のナンカイに事務所があるか分からなかった。　（　　　　　）
２　この文章はナンカイだ。　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
３　ナンカイ目かの海外旅行だ。　　　　　　　　　　　（　　　　　）
４　自国のケンエキ擁護の名目で出兵した。　　　　　　（　　　　　）
５　入国はケンエキが終わってからだ。　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。

１　（　　）務　賠　償　　　２　一　喜　一（　　）
※解答は31頁です。
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編集歳時記
（2017年盛夏号№474）

　平成29年７月12日、全管連の第57回通常総会・平成29年度全国大会が東北ブロック岩手県の花巻市・
花巻温泉を会場にして盛大に開催され、全国から会員等約700名が集結した。
  当初は、この大会前に第193回通常国会で業界の宿願である改正水道法が成立し、大会当日は来賓
の国会議員の先生方へ御礼方々皆で労を労い合うはずだった…が、「もり

4 4

ソバ、かけ
4 4

ソバ」だとか、「改
正組織犯罪処罰（共謀罪）法案」で国会審議が費やされ、『閉会中審査』、つまりは継続審議になって
しまった。
　指定店の５年更新制度等を盛り込んだ改正水道法は、我々業界にとって将来を左右する重要法案で
ある。よもやお蔵入りなんてことは努々ないにせよ、来年度施行に向けた早期の成立をお願いしたい。

　７月９日に告示された仙台市長選挙の投開票日（23日）が迫り、立候補した新人４人が連日声を枯
らして支持を訴えている。
　“花の都”の強風が“杜の都”にどれ位影響するか!?
　改正公職選挙法が施行されてから初の地元市長選に、18歳選挙権が影響するのか、しないのか!?（本
誌発行時には結果が出ているが…。）
　山高ければ谷深し…震災からの復興需要が落ち着き、建設需要の落ち込みをはじめ、今後の経済が
大変危惧されるときの市長交代である。
  政治、経済、行政、様々な面で政令指定都市に相応しい市政を期待したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年７月15日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　秀之

お問合せ先：
富士火災海上保険株式会社
富士火災営業第一課所属　ＡＦＩ仙台支店　提携代理店　田口紀幸
〒980-0811　仙台市青葉区一番町一丁目8-3　TEL022-716-8354
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．しんとう　　２．しんちょく　　３．しんぴょう　　４．しんぼく　
　　　５．しんかん

二．　１．何階　　２．難解　　３．何回　　４．権益　　５．検疫

三．　役務賠償（えきむばいしょう）
　　　　貨幣等によらず、労働工作などによって、損害を賠償すること。

　　　一喜一憂（いっきいちゆう）
　　　　喜んだり心配したりすること。例：時時刻刻の情報に一喜一憂した。
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宮城県管工業協同組合　第43期　広報委員会

委 員 長　外　山　佳　嗣　（仙台ガス水道工業㈱　取 締 役 会 長）
副委員長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）

委　　員　阿　部　祐　光　（宮 春 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　遠　藤　義　郎　（㈱ 丸 浩 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）

専務理事　藤　井　秀　男

常務理事　吉　田　秀　之

編集・発行


